
悲しみの歌（哀歌） 

本書は、都エルサレムの陥落を悲しんで作られた歌です。 破滅を目撃した著者は、一語

一語に、絶望した心の響きを伝え、また、その破滅がいかに恐怖に満ちたものかを語って

います。 それは、神様に反逆した報いとして、どれほど恐ろしい代価を支払わなければ

ならないかを、人々に知らせるためでした。 しかしその中にも、わずかながら慰めを与

える個所もあります。 五章のエレミヤの祈りは、かつて栄えた都エルサレムの廃墟のか

なたに、永遠に王座をすえる神様を仰ぎ見ています。 

 

一 

１一度は人々でにぎわっていたエルサレムの通りが、今はひっそり静まり返っています。 

世界の女王ともてはやされたこの都が、今では奴隷となり、悲しみに沈む未亡人のように、

座り込んで嘆いています。 

２彼女は夜通し泣き、涙がとめどなく流れます。 恋人たち〔エジプトや他の同盟国〕は、

だれひとり声もかけてくれません。 今ではみな、敵に回っているからです。 

３ユダは労役で悩み苦しんだあげく、奴隷として遠い国へ連れて行かれたのです。 今は

征服者の手に落ち、外国で不安な毎日を過ごしています。 

４シオン〔エルサレム〕への道は、神殿での例祭を祝うにぎやかな参拝客の列もとだえ、

すっかりさびれて、憂いに沈んでいます。 都の門はさびつき、祭司たちはうめき、おと

めたちは悲しみに打ちひしがれています。 シオンは泣き伏しています。 

５敵がわがもの顔に振る舞っています。 エルサレムの多くの罪のために、神様が罰を加

えたからです。 幼い子供たちは捕まり、奴隷として遠くへ連れ去られました。 

６シオンの美しさも威厳も、すっかりなくなりました。 指導者たちは、あてもなく牧草

地をうろつく飢えた鹿のようで、敵に出会っても逃げる力さえありません。 

７エルサレムは悲しみのどん底にあって、過ぎ去った楽しい日々を思い浮かべます。 今

はもう、だれひとり援助の手を伸ばしてくれる者はなく、あえなく敵に屈し、あざけりの

的となっています。 

８エルサレムは罪に罪を重ねたので、汚いぼろきれのように捨てられました。 丸裸にさ

れ、人前に尻をさらしているので、かつては尊敬の眼で見つめた人たちも、今では軽べつ

のまなざしを向けるだけです。 あまりの恥ずかしさに彼女はうめき、顔を隠します。 

９この都は不品行の罪にうつつを抜かし、まちがいなく刑罰が下るという事実を認めませ

んでした。 今ではどぶに落ち込んでいますが、だれも引き上げてくれないので、こう叫

びます。 「ああ神様、私の不幸に目を留めてください。 敵はあんなに勝ち誇っていま

す。」 

１０敵は貴重品を一つ残らず取り上げ、無一物にしました。 そればかりか、神聖な神殿

を荒らし回りました。 そこに入ることさえ神様に禁じられた外国人たちが、です。 

１１民はうめき、血眼になってパンを捜し求めます。 持ち物をぜんぶ売り払い、少しで



も体力を回復しようと、食べ物をあさります。「神様、ご覧ください。 私がどんなにさげ

すまれているかを知ってください」と、エルサレムは祈ります。 

１２道行く人よ、何とも思わないのですか。 神様が燃える怒りの日に、こんなにも私を

悩ませたのです。 これ以上の悲しみを見たことがありますか。 

１３神様が天から送った火は、私の骨の中で燃え続けています。 神様は私の道に落とし

穴を掘り、私を追い返しました。 私を病気にしたまま置き去りにし、つらい思いをさせ

ました。 

１４神様は私の罪を編んで綱とし、それで私を引いて、奴隷のくびきに結びつけました。 

私を骨抜きにして、敵の手に渡しました。 私は敵のなすがままになっています。 

１５ 神様は味方の勇士をみな踏みにじりました。 神様の命令によって強力な軍隊が押

し寄せて来て、気品のある若者たちを倒しました。神様は愛する都を、酒ぶねのぶどうの

ように踏みつぶしました。 

１６私は泣きに泣きます。 私を助けるのは神様だけだというのに、神様は私を慰めもせ

ず、遠く離れて立っています。 子供たちに未来はありません。 私たちは征服された民

族です。 

１７エルサレムは助けを求めて哀願しますが、だれも慰めてくれません。 神様ご自身が、

こう言ったからです。 「隣人が敵となれ。この都は悪臭を放つぼろきれのように、投げ

捨てられてしまえ。」 

１８神様がこう言うのも、もっともなことです。 私たちは神様に反逆したからです。 し

かし、すべての国の人よ、一かけらの望みさえない私の苦悩に目を留めてください。 息

子も、娘も、奴隷として遠い国へ連れて行かれました。 

１９私は同盟国の助けを求めましたが、彼らは少しも役に立たず、がっかりするばかりで

した。 祭司も、長老も、同じことでした。 彼らは、残飯をあさってうろつきながら、

町の中で飢え死にしたのです。 

２０神様、私の苦しみに目を留めてください。 私の心は傷つき、たましいは絶望にあえ

いでいます。 私が神様にひどく背いたからです。外に出ると、剣が待ち伏せし、家にい

ても、病気と死がつかまえて放しません。 

２１私のうめき声を聞いてください。 助けてくれる者はどこにも見あたりません。 敵

は私が苦しんでいるのを聞きました。 彼らは、神様が私に罰を加えたと知って、喜んで

います。 しかし神様。 お約束どおり、彼らも私と同じ目に会う時が、きっと来るはず

です。 

２２神様、彼らの罪にも目を留め、私と同じように、罰してください。私はため息をくり

返し、心はしおれきっているからです。 

二 

１神様の怒りの雲がエルサレムをおおいました。 イスラエルで最も美しい町が、ちりの

中に伏し、神様の命令によって天から投げ落とされました。 御怒りの燃え上がる日にな



ると、神様はご自分の宮にさえ、一かけらのあわれみもかけませんでした。 

２神様は容赦なく、イスラエル中の家を倒し、怒りにまかせて、すべての要塞と城壁をこ

わしました。 この国を、支配者もろとも、地にたたきつけたのです。 

３イスラエルの力は、神様の憤りの前に、あえなくつぶれます。神様は敵が攻めて来た時、

援助の手を引っ込めました。 神様は猛り狂う火のように、イスラエルを焼き尽くします。 

４神様はご自分の国民に、まるで敵ででもあるかのように弓を引きます。 御力をもって

立ち向かい、りっぱな若者たちを殺します。憤りを火のように注ぎます。 

５神様は、敵のようになって、イスラエルを地上から抹殺しました。その要塞と宮殿をこ

わしました。 こうして、悲しみと涙がエルサレムの分け前となったのです。 

６神様は、庭先にある木の枝と葉で作ったあばら屋のように、ご自分の神殿を手荒くこわ

しました。 きよい例祭と安息日を二度と祝うことはできません。 王も、祭司も、神様

の激しい怒りの前に倒れます。 

７神様はご自分の祭壇にそっぽを向きました。 形ばかりの礼拝に愛想をつかしたからで

す。 神様は宮殿を敵の手に渡しました。 彼らは、きよい例祭の日にイスラエル人がし

たように、神殿でどんちゃん騒ぎをしました。 

８神様はエルサレムを滅ぼそうと決めました。 滅亡という名の巻き尺でこの都を測った

のです。 それで、とりでも城壁も音を立ててくずれました。 

９エルサレムの門はもう役に立ちません。 神様の手にかかって、錠もかんぬきもこわさ

れたからです。 王も、重臣も、奴隷となり、遠くの国へ引かれて行きました。 そこに

は神殿もなく、生活の指針となる神様のおきてもなく、彼らの指標となる預言者の幻もあ

りません。 

１０エルサレムの長老たちは、荒布をまとって地面に座り、黙り込んでいます。 彼らは

悲しみ、失望して、頭にちりをかぶります。 おとめたちも、恥ずかしがって頭をたれま

す。 

１１私は涙のかれるまで泣きました。 同胞の身に起こったことを見て、悲しみのあまり

胸は張り裂け、身を切られるような思いでした。幼い子供や、生まれたばかりの赤ん坊が、

路上で息も絶え絶えになっているのです。 

１２「何か食べたいよーっ！」と訴え、乳の出ない母の胸に顔を埋めます。 小さないの

ちは、戦場で傷ついた兵士のように消えていきます。 

１３今までこんな悲しみがあったでしょうか。 エルサレムよ。 あなたの苦悩を何にた

とえたらよいでしょう。 どのようにして慰めたらよいのでしょう。 傷は、海よりも深

く、だれにもいやせません。 

１４預言者どもは、うそで固めたことばかり話しました。 あなたの罪を指摘して、何と

かしてあなたが奴隷にならないようにしようとは、努力しませんでした。 かえって、平

気でうそをつき、万事がうまくいくと断言したのです。 

１５道行く人たちはみな、あざけって頭を振り、「これが『世界でいちばん美しい都』とも、



『全世界の喜び』とも呼ばれていた町なのか」とばかにします。 

１６敵はあなたを笑い者にし、口をとがらせ歯ぎしりして、言います。「とうとう、この都

を滅ぼしたぞ。 待ちに待った時がついにきた。この目で、都が倒れるのを見た。」 

１７しかし、このようにしたのは、ほかならぬ神様です。 神様は、警告どおりのことを

したのです。 ずっと前から決めていた破壊するという約束を実現させたのです。 容赦

なくエルサレムを滅ぼし、敵がこの町のことで喜び、自分たちの力を自慢するように仕向

けたのです。 

１８ その時、人々は神様の前で泣きました。 エルサレムの城壁よ、昼も夜も、休みな

く、ぞんぶんに泣きなさい。 涙が川となって落ちるまでに。 

１９夜おきて、神様に叫びなさい。 神様に向かって両手を上げ、心を水のように注ぎ出

しなさい。 飢えて路上にしゃがみ込んでいる子供たちのために、ひたすら祈りなさい。 

２０神様、考え直してください。 このような仕打ちを受けている相手は、神様の国民で

はありませんか。 母親が、ひざの上であやしたわが子を食べていいでしょうか。 祭司

や預言者が、神殿の中で殺されていいでしょうか。 

２１老人も幼い者も、男も女も、敵の剣にかかって路上に倒れています。 神様。 あな

たが怒って容赦なく殺したのです。 

２２神様が、この恐ろしい破壊を招き寄せたのです。 神様の怒りの日に、逃げのびた者

や生き残った者は、一人もいません。 幼い子供たちはみな敵の手に落ち、冷たくなって

路上に転がっています。 

三 

１私は、神様の激しい怒りのむちが振り下ろされるのを、この目で見ました。 ２神様は

暗やみの底に私を連れて行き、いっさいの明かりを吹き消しました。 ３私に襲いかかる

神様の手は、昼も夜も重くのしかかっています。 ４私は憔悴しきって、すっかり老け込

んでしまいました。 

５神様は私の前にとりでを築き、苦しみと悩みで私を取り囲みました。 ６私を、ずっと

前に死んだ者のように、暗がりに埋めました。７神様が閉じ込めたので、どんなにもがい

ても逃げられません。 神様は私を重い鎖でつなぎました。 ８私がどんなに声を張り上

げても、神様は祈りを聞こうともしません。 ９私は、高い崖が周囲にそそり立つ場所に

閉じ込められ、どんなに急いでも、回り道ばかりして先へ進めません。 

１０神様は熊やライオンのように、私に襲いかかろうと待ち伏せています。 １１神様は

私をやぶに引きずり込み、前足でずたずたに引き裂き、置き去りにしました。 

１２神様は弓をぐっと引きしぼり、私にねらいをつけました。 １３その矢は、私の心臓

に突き刺さりました。 

１４同胞は私を笑い者にします。 一日中、下品な歌をうたって、私にあてこすります。 

１５神様に悲しみの杯を飲まされ、口中が苦くなりました。 １６小石を食べさせられ、

歯が折れました。 神様は、私が灰とちりの中を転げ回るようにしました。 １７神様、



平和も繁栄も、ずっと前に姿を消しました。 神様が取り去ったからです。 私は、楽し

みとはどんなことか、すっかり忘れ、 １８夢も希望もなくなりました。 もう気力さえ

残っていません。 神様が私を置き去りにしたからです。 １９どうか、私に突きつけた

苦い杯と苦しみとを思い出してください。 ２０身のすくむような恐ろしい年月を、忘れ

ようにも忘れられません。 私のたましいは恥の中に沈んだままです。 

２１しかし、ただ一つの望みが残っています。 ２２神様のあわれみは決してすたれない、

ということです。 私たちが全滅しなかったのは、神様のあわれみのおかげです。 ２３

神様の真実は限りなく、その恵みは朝ごとに新しくなります。 ２４神様こそ私の分け前

なので、私は神様に望みを置きます。 ２５神様は、ご自分を待ち望む者、ご自分を求め

る者に、とてもよくしてくださいます。 ２６神様の救いだけに望みを置いて、静かに待

つのはよいことです。 

２７若い時にきびしくしつけられるのはよいことです。 ２８なぜなら、その人は神様か

らご命令があった時、まず静かに受け止めて考え、２９顔をうつむけてへりくだります。 

そして希望を見いだすようになるでしょう。 ３０その人は、自分を打つ者にもう一方の

頬を向け、侮辱をぞんぶんに受ければいいのです。 ３１神様がいつまでもお見捨てにな

るはずはありません。 ３２たとい、彼に悩みを与える場合でも、恵み深いお方ですから、

忘れずにあわれみをかけてくださるはずです。３３神様は好んで人を苦しませ、悲しませ

たりはなさいません。 

３４‐３６しかし、あなたは身分の低い者を踏みにじり、神様のお与えになった当然の権

利を奪い、公平に扱いませんでした。 だから、いま神様がつらくあたるのは当然のこと

です。 ３７神様の許しがなければ、だれもあなたに、あんなひどい仕打ちをするはずが

ありません。 ３８ある人を助け、ほかの人に災いを下すのは、神様です。 

３９それなのに、どうしてただの人間にすぎない私たちは、自分の罪のために罰を受けた

からといって、つぶやいたり、不平を言ったりするのでしょう。 ４０むしろ、わが身を

振り返り、悔い改めて、神様に立ち返るべきです。 ４１手だけでなく、心もいっしょに、

天におられる神様に向けようではありませんか。 ４２私たちは罪を犯したからです。 私

たちは神様に反抗し、しかも神様は、そのことをお忘れになりませんでした。 

４３神様。 あなたは怒って私たちを追いつめ、容赦なく殺しました。４４雲でお姿を隠

しているので、私たちの祈りは届きませんでした。４５神様は私たちを、国々の間でがら

くたとし、ごみ箱に捨てる物としました。 ４６敵はみな、私たちに大きな口をたたきま

した。 ４７私たちは罠にかかり、見殺しにされたので、恐れに取りつかれました。 

４８４９同胞が滅んでいくので、昼となく夜となく、私の目から涙があふれ落ちます。 ５

０ああ、神様が天から見下ろして、私の叫びに答えてくださるとよいのに。 ５１胸は、

エルサレムの娘たちの災難を知って、張り裂けんばかりです。 

５２今までに一度もこちらから害を加えたことのない敵が、まるで鳥をねらうように、私

を追いかけました。 ５３彼らは私を井戸に放り込み、大きな石でふたをしたのです。 ５



４水が頭の上まで来たので、これで終わりだ、と思いました。 ５５しかし神様。 私は

井戸の底から、神様の名を呼びました。 ５６すると、神様はその叫びを聞いてください

ました。 私の訴えに耳を傾け、私の泣き声をお聞きになったのです。 ５７私の絶望の

声を聞いて近づき、恐れてはいけない、と語りかけました。 

５８私の弁護士である神様、私を弁護してください。 神様が私のいのちを買い戻してく

ださったからです。 ５９神様は、敵が私にどんなに悪いことをしたかをご覧になりまし

た。 裁判官になって、私の身の潔白を証明してください。 ６０神様は、敵がたくらん

ださまざまの陰謀をご覧になり、 ６１聞くに耐えない名前で私を呼んだのをご存じです。 

６２また、私について言っていることと、ひそひそ声で相談している計画をご存じです。 

６３私の失脚を謀って、あざ笑い、はしゃいで歌っている様子をご覧ください。 

６４神様、彼らのしたすべての悪に、たっぷり報いてください。 ６５神様、彼らを強情

にし、のろってください。 ６６とことんまで追いつめ、天の下から根絶やしにしてくだ

さい。 

四 

１どうして、純金は光沢を失ったのでしょうか。 それを埋め込んだ神殿の壁がくずれ落

ち、道ばたに散らかったからです。 ２純金であるはずの若者が、土器のように取り扱わ

れています。 ３４山犬でさえ、その子を育てるというのに、イスラエルは無慈悲な砂漠

のだちょうのように、赤ん坊の泣き声を聞いても知らぬふりをしています。一滴の水も残

っていないので、子供たちは渇きのため、舌が上あごにくっついています。 幼子はパン

が欲しくて泣きますが、だれ一人、ほんの一かけらも与えることができません。 ５味に

うるさい美食家たちも、口に入る物ならなんでも恵んでくださいと、路上で物乞いしてい

ます。 宮殿育ちの貴族までが、ごみ捨て場をあさります。 ６それというのも、イスラ

エルの罪は、あっという間に人手によらず滅んだソドムの罪より大きいからです。 

７上流階級の人たちは、ほっそりしているが日に焼け、見るからに健康そうで、最高の人

種ともいうべき人たちでした。 ８それが今では、顔はすすけたように真っ黒です。 町

の中にいても見分けがつきません。 皮膚はかさかさに乾いてしなび、骨にくっついてい

ます。９剣でひと思いに殺される者は、飢えのためじわじわ死に追いつめられる者よりは

るかにましです。 １０心のやさしい女でさえ、生きのびるためには自分の腹を痛めた子

供を食べました。 

１１こうして神様は怒りをぶちまけ、激しい憤りは、ぜんぶ出し尽くされました。 神様

がエルサレムに放った火は、その土台まで焼き尽くしました。 １２世界中のだれもが、

まさか敵軍がエルサレムの門を破るとは、夢にも思いませんでした。 １３しかし、神様

がそのようにしたのは、罪のない者の血を流して都を汚した預言者や祭司たちの罪のため

です。 １４今では、この連中は血にまみれ、触れるものは何でも汚しながら、あてもな

く町の中をさまよい歩いています。 

１５彼らを見て、人々は「あっちへ行け。 汚らわしい」とわめきます。 彼らは遠い国



へ逃げて行き、外国人の居留地をさまよい歩きます。 しかし、どこへ行っても仲間はず

れで、だれひとり居住権を与えてくれません。 １６神様は彼らにつらくあたり、援助の

手を伸べるのを差し控えました。 彼らが、神様に最後まで忠実だった祭司や長老たちを

迫害したからです。 

１７私たちは、同盟国が助けに来るのを待っていましたが、来てくれませんでした。 期

待に反して、一番あてにしていた国さえ、少しも動こうとしませんでした。 

１８一歩外に出れば、身の危険にさらされどおしです。 私たちの最期は間近です。 余

命いくばくもありません。 私たちは滅亡の宣告を受けています。 １９敵はわしより速

く飛ぶので、たとい山へ逃げても、すぐ見つかります。 たとい荒野に隠れても、先回り

して待っています。 ２０杖とも頼む、神に油を注がれた王は、敵の罠にかかって捕まり

ました。 この偉大な王の保護があれば、どんな国が来ても大丈夫だ、と自慢していたの

に。 

２１ウツの地に住むエドムの人たちよ。 喜んでいるのですか。 しかしあなたがたもそ

のうち、神様の恐ろしい怒りを肌身に感じるようになります。 ２２イスラエルは罪を犯

して遠い国へ移されましたが、刑期はやがて終わります。 しかしエドムの刑期は、いつ

までも終わりません。 

五 

１神様、私たちの身に起こったことをみな思い出してください。私たちが、どんなに大き

な悲しみを忍ばなければならないかに、目を留めてください。 ２私たちの家にも、国に

も、見知らぬ外国人が住みついています。 ３父親は死に、母親は未亡人となり、私たち

はみなしごとなりました。 ４飲み水にさえ、金を払わなければならないしまつです。 た

きぎを買おうとすると、目の玉の飛び出るような値段をつけられます。 ５私たちは支配

者の足もとに土下座し、いつ終わるとも知れない労働にせき立てられます。 ６パンを得

るために、エジプトやアッシリヤに頭を下げます。 

７私たちの先祖は罪を犯しましたが、さばきが下る前に死にました。私たちは、彼らの受

けるはずの刑罰を背負い込んだのです。 

８以前は私たちに仕えていた召使が、今では主人に取って代わりました。 私たちを救っ

てくれる者は一人もいません。 ９私たちは、敵に襲われていのちを落とすのを覚悟の上

で、食べ物を捜しに荒野へ行きました。 １０皮膚は、飢えのため黒ずんできました。 １

１敵はエルサレムの女や、ユダの町々の娘をはずかしめました。 １２私たちの指導者は

彼らの手でつるされました。 老人でさえ、犬畜生のように扱われたのです。 １３彼ら

は、ひき臼をひかせるために若い人たちを、重い荷をかつがせるために幼い子供たちを、

それぞれ労働力として連れ去りました。 

１４もう町の門には、年寄りが座っていません。 若い人が踊ったり歌ったりする姿は、

もう見あたりません。 １５私たちの心の喜びは終わり、私たちの踊りは死の踊りとなり

ました。 １６私たちの栄光は去り、私たちの頭から冠が転げ落ちました。 私たちが罪



を犯したために、災難が降りかかったのです。 １７私たちの心は弱って疲れ果て、目は

かすんでいます。 １８エルサレムと神殿は荒れ果て、住む人がなく、いるのは廃墟を歩

き回る野獣だけです。 

１９神様。 あなたはいつまでも変わらないお方で、御座は永久に続きます。 ２０それ

なのになぜ、私たちを忘れてしまったのですか。なぜ、こんなに長い間、私たちを見捨て

ておくのですか。 ２１私たちに顔を向け、もう一度、みもとに連れ戻してください。 そ

れだけが私たちの望みです。 以前にあった喜びを返してください。 ２２それとも、神

様は私たちをすっかり勘当したのですか。 まだ、私たちを怒っているのですか。 

� 


